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的に析出させることで、Cu のナノドット配列が得られることを示した。また、Cu イオンを含むフッ酸水溶液に p 型
シリコンを浸漬したときに、Cu の無電解析出に伴い、電極電位が規則振動およびカオス振動を示すが、振動挙動の
溶液濃度依存性や表面観察などの詳しい解析から、Si 酸化物の被覆率変化によるフラットバンド電位の自己触媒的シ
フトと Cu 析出物と Si 表面との接触・非接触が振動発現に重要な因子であることを突き止めた。さらに、液液界面に
おいての Zn の２次元析出反応に関しても研究を行い、界面張力を用いてメカニズムを解明した。CuSn 合金の振動
電析反応に伴う電気化学反応波により電極表面に置いた油滴が動くことを見出し、そのフロント部分には大きな界面
自由エネルギー勾配（界面張力勾配）が存在することを明らかにした。一方、硫酸中の単結晶 Pt（111）および Au
（111）表面における水分子の吸着構造は電極電位によって大きく変化することが知られている。本研究では、こう
した固体表面の吸着水の分子レベルでの構造変化により、固液界面の濡れ性が変化することを、明らかにした。これ
ら一連の研究は、これまで分かっていなかった電析反応系における自己組織化現象の詳細なメカニズムを解明した点
において価値があるものと考える。よって、本論文を博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
